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鶴
瀬
駅
東
口
を
出
て
ロ
ー
タ
リ
ー
沿
い
を
左
に
進
む
と
、
大
正

3
年
の
東
上
鉄
道
（
現
東
武
鉄
道
東
上
本
線
）
鶴
瀬
駅
の
開
業
を

記
念
し
、
同
年
に
設
置
さ
れ
た
鶴
瀬
駅
之
碑
と
鶴
瀬
停
車
場
記
念

の
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
鶴
瀬
駅
之
碑
に
は
、
地
元
の
協
力

で
開
設
さ
れ
た
こ
と
や
、
「
此
ノ
日
（
略
）
老
若
歓
呼
ス
。
実
ニ

空
前
ノ
盛
事
ナ
リ
」
（
原
文
は
漢
文
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

と
、
当
時
の
歓
喜
の
様
子
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鶴
瀬
駅

停
車
場
記
念
の
碑
に
は
、
駅
建
設
時
道
路
整
備
に
出
資
し
た
有
志

の
氏
名
が
刻
銘
し
て
あ
り
ま
す
（
石
碑
説
明
版
）
。

急
行
停
車
駅
で
も
な
い
地
味
な
鶴
瀬
駅
で
す
が
、
実
は
開
通
時

9
駅
の
第
一
期
生
だ
っ
た
の
で
す
（
現
在
40

駅
）
。
当
初
は
単
線

で
蒸
気
機
関
車
が
動
力
車
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
電
化
や
複
線
化

に
よ
り
基
盤
の
整
備
が
進
み
、
昭
和
55

年
に
は
西
口
が
開
設
さ
れ

利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
、
同
62

年
に
は
他
社
線
相
互
直
通
運
転

が
始
ま
り
そ
の
後
の
拡
充
に
つ
な
が
り
ま
す
。
駅
は
陸
の
玄
関
口

と
も
言
わ
れ
、
そ
こ
を
起
点
に
街
は
発
展
し
て
行
き
ま
す
。
ふ
た

つ
の
碑
を
見
る
と
、
改

め
て
誘
致
に
尽
力
し
た

先
人
の
先
見
と
苦
労
が

偲
ば
れ
ま
す
。

※
難
波
田
城
資
料
館
で

は
、
３
月
15
日(

土
）
か

ら
６
月
８
日(

日
）
ま
で

春
季
企
画
展
「
東
上
線

開
通
１
１
０
年
」
を
開

催
中
で
す
。
入
場
無
料

（
文
・
下
段
写
真
撮
影

／
出
井
編
集
委
員
）
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鶴
瀬
駅
開
業
百
十
一
年
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